
 

お客様本位の業務運営に関する取組状況 

しんきん証券株式会社 

 

しんきん証券では、信金中央金庫グループ「お客様本位の業務運営に関する取組方針」に基づき、「お客様本位の業務運営に関するアクションプラン」を策定し、お客様本位の業務運営に  

向けた取組みを推進しております。 

2024 年度におきましては、次の取組みを実施しました。 

 

（前文） 

アクションプラン 取組状況 

しんきん証券株式会社（以下「しんきん証券」と略称します。）は、信金

中央金庫グループの「お客様本位の業務運営に関する取組方針」にもとづ

き、アクションプランを策定し、お客様本位の取組みを実践します。  

しんきん証券は、アクションプランの取組状況を定期的に確認・公表し、

必要に応じて見直します。 

・アクションプランの取組状況を経営陣に報告のうえ、ホームページに公表しております。 

・アクションプランに関し、プラン自体の変更は行っていませんが、しんきん証券は金融商品の販売会社であ

り、組成会社ではないことなどを注で追記しております。 

 

１.お客様の最善の利益の追求 

アクションプラン 取組状況 

・しんきん証券は、お客様本位の業務運営が企業文化として定着するよう、

先用後利（先にお客様の用に立って、後から利益はついてくる）の精神

に基づき、お客様の喜びをわれわれの喜びとして捉え、お客様の最善の

利益の追求を目指します。 

・しんきん証券は、お客様のニーズや財務状況にあった商品やサービスを

提供するため、研修等の充実を図ることにより、高度な専門知識を有す

るプロフェッショナルな人材を育成します。 

・訪問による営業活動に加え、電話やメール、Ｗｅｂ会議等の非対面ツールも活用し、お客様に販売した商品

の時価や格付等の変動に際し、日常的なフォローアップに努めております。 

・月次の業務運営委員会（注）において、営業部門をはじめ各部門より業務運営状況を報告し適切な業務運営

が行われていることを確認しております。 

・人材育成や職員のスキルアップを図るため、取扱商品や金融規制、財務分析などに関する研修・勉強会を実

施しております。 

（注）当社の業務運営に関する基本的事項、証券営業・商品開発等に関する重要事項を審議するとともに、業務の運営状況を確認する機関 

 

２.利益相反の適切な管理 

アクションプラン 取組状況 

・しんきん証券は、お客様の利益が不当に害されることのないよう、取引

の類型等に基づき利益相反のおそれのある取引の厳格な管理を行いま

す。 

・利益相反管理方針にもとづき利益相反の適切な管理を行うとともに、月次のコンプライアンス委員会（注）

において利益相反管理状況を報告しております。また、役職員向けコンプライアンス研修において、利益相

反管理に関する研修を実施しております。 

（注）当社のコンプライアンスに関する重要事項を決定するにあたり、審議する機関 

 

３.手数料等の明確化 

アクションプラン 取組状況 

・しんきん証券は、投資信託商品にかかる手数料その他の費用について、 

その詳細を分かりやすく丁寧な形で情報提供を行います。 

・当社が販売する投資信託にかかる手数料その他の費用について、運用会社と連携して商品概要説明書等に分

かりやすく明記しております。 

・ＥＴＦ主要銘柄にかかる手数料その他費用について、顧客が比較可能な資料を作成し提供しております。 

・同種の商品との比較等により、手数料水準が適正であることを確認するとともに、手数料水準の見直し等に

ついて、随時、検討しております。 



 

 

４.重要な情報の分かりやすい提供 

アクションプラン 取組状況 

・しんきん証券は、商品・サービスの販売・推奨等にかかる重要な情報（リ

スク・リターン、取引条件など）について、同種の商品内容と比較する

ことが容易な資料を用いるなど、その詳細を分かりやすく丁寧な形で情

報提供を行います。 
 

（注１）しんきん証券は、信用金庫をはじめとする特定投資家や、事業法人・地方公共団体・ 組

合 ・財団等の一般投資家をお客様とするホールセール専業証券会社であり、個人のお客様への販

売は一切行っておりません。 

また、複雑な仕組債や投資信託の販売を適格機関投資家のお客様に限定する等、お客様の属性や

リスク許容度に配慮した販売を行っております。 

（注２）しんきん証券では、複数の金融商品・サービスをパッケージとして販売・推奨等を行って

おりません。（投資信託のように複数のアセットを組み合わせた商品を除く） 

・お客様の投資判断に役立つ情報を提供するため、対面やＷｅｂによる研修・セミナー・会議を開催し、また、

債券発行体のＩＲを実施するなど、タイムリーで有益な情報を提供できるように努めております。 

・投資信託の販売においては、商品説明資料（シンキングペーパー）に基づき、商品の特性やメリット・デメ

リットなどを詳しく説明しております。 
 

（注）しんきん証券で取り扱う投資信託は適格機関投資家限定の私募投信であり、その性質に配慮し、リスク・リターン等の共通ＫＰＩは公表  

しておりません。 

 

 

５.お客様に最適な商品・サービスの提供 

アクションプラン 取組状況 

・しんきん証券は、信金中央金庫グループ内外の投資運用会社から適切に

商品を選定し、お客様が投資目的やリスク許容度に応じた金融商品を選

択できるよう、商品ラインナップの充実を図ります。 
 

（注１）しんきん証券は、信用金庫をはじめとする特定投資家や、事業法人・地方公共団体・ 組

合 ・財団等の一般投資家をお客様とするホールセール専業証券会社であり、個人のお客様への販

売は一切行っておりません。 

また、複雑な仕組債や投資信託の販売を適格機関投資家のお客様に限定する等、お客様の属性や

リスク許容度に配慮した販売を行っております。 

（注２）しんきん証券では、複数の金融商品・サービスをパッケージとして販売・推奨等を行って

おりません。（投資信託のように複数のアセットを組み合わせた商品を除く） 

 

・日次・月次ベースでお客様に提供しているマーケットレポートについて、外部調査機関との提携によって情

報内容の充実を図るとともに、よりバランスのとれた質の高い情報を提供しております。 

・投資信託など販売する候補商品の抽出にあたっては、お客様のニーズや市場動向など多岐にわたる事項を運

用会社等と連携しながら進めております。 

・お客様に最適な商品・サービスを提供するため、月次のプロダクト委員会（注）において、お客様のニーズ

やリスク許容度などを勘案し提供商品を選定しているほか、既存商品の価格・売買の動向やフォローアップ

の状況、今後の商品提案計画等の精査を実施しております。 

・投資信託のラインナップ状況は、国内リート、先進国の国債、公共債のほか、顧客ニーズに基づき、米国債

ファンド（為替ヘッジなし）や分散投資型の単位型投資信託および追加型パッシブ投資信託などを設定して

おります。また、ＥＴＦ（上場投信）などお客様の商品の選択肢拡充に努めております。 

 
（注）投資信託、仕組債等の商品選定やその取扱いについて審議するとともに、既存商品の状況把握やフォローアップなど業務運営面について協

議する機関 

 

６.お客様本位の業務運営を徹底するための枠組みの整備 

アクションプラン 取組状況 

・しんきん証券は、お客様本位の営業活動を評価するための営業評価体系

を整備します。 

・しんきん証券は、社内研修を通じ、お客様の最善の利益を追求する考え

を徹底します。 

・「電話・訪問によるお客様へのアプローチ頻度」、「既存販売商品へのフォローアップ」、「顧客満足度向上に

向けた取組姿勢」、「営業活動における必要知識の習得・蓄積」を営業評価項目に組み入れ、お客様本位の営

業活動の浸透に向けた取組みを行っております。 

・役職員向けコンプライアンス研修において、フィデューシャリー・デューティーについての研修を実施して

おります。 

 

（参考）金融庁「顧客本位の業務運営に関する原則」「プロダクトガバナンスに関する補充原則」との対応関係 

しんきん証券の「お客様本位の業務運営に関する取組方針」および「お客様本位の業務運営に関するアクションプラン」と金融庁が公表している「顧客本位の業務運営に関する原則」の

対応関係は、別掲の「金融庁『顧客本位の業務運営に関する原則』『プロダクトガバナンスに関する補充原則』との対応関係表」をご参照ください。なお、しんきん証券は、金融商品の

販売に携わる金融事業者であり、金融商品の組成に携わる金融事業者向けの「プロダクトガバナンスに関する補充原則」は非該当となります。 

 


